
93.草津市宝光寺遺跡

発掘調査略報

はじめに

山 Inliの湖1/;リ{い、には、北大';"0町の栄光学j立跡を初

め、下物IlJf:f!:J1羽目指跡、円illilllJ飢作:目立跡、上寺田J上

.12i立跡、 l'ド、...苧)'，[1町H町l汀T1ilI.見t7a1ド;

小fIIJ大般昔ず抗.?J』伊加2リj辿主F跡事、 1 :性 11fT 卜.の役.:~t;，立跡、 下1幸町下の

~~:j~ti立跡、 íti '.~:I町4.242j当初、の J十 10か所の白I1lt '.~.: I淀M;が

所イ1:する。ニ Hf.:け伏ぃ地域に ζ れは ど多くの年院跡

が所イEする I~jlよ令11il的にもめずらしく、その主任j互の向

き t;t 大病!の成.c~J1!!JJ!~に|叫敵すると 3われている{I)。よ

れらのj立跡t:、これまでは場税制等によリ何度かすれioi

調伐が行われたが、雄物j立hYl を lì(~i，zするまでには主ら

なかった. そよで、o';lilt，li教委はこのうらの 1つであ

る 'ii光.~:i.立跡の "^tl1i，~~伐を行い、その解明に努めよう

とした.

主光.~:1:、(1鳳 4.iドパ武)(.';1の紛J膨iによリ fi9定Jb:が

Ilfl JI巳したと fuえられる ω年院で、 tれi叶1の北西部北大

..... (lIffに所イ1:する.(;)j町fの収集計五内には、 (IMI時代に湯i

る i五が多;止に i吹.(Jj し、また条1'1U也川と à'~1]1I.]の.iE東西

市北をぷす道路や水路が残っている。その rl~ で S .!ß i~ 

PI.j IIl1J を流れる)I<~li rよ正 l札1じに以〈延び、 守f或[g~Rの iWi

と与えられる.この消は，ti;)';nlて'点に折u、年械の南西

料品を If~ ，ぶし ているようにみえる。しかし、 、't- J必の ~t~!~

. 耳{~}.!は J也~III) にゐらわ ilていないため'~J:主北の~.JlJ.必を 1\1)

|制Iすることは哲II~ し も、 。

.~'Htr;t. 1柄拘55{1::' 1lJJ (~i-次;川公)とlI~l#156年 9 月

-J2Jj (~i二次1~~1t)の 21'tl災地した.第一次識変で

は、中械を l出T'1~114)，と 1112主し、 IIAI監中納線がミ子被を

二分~'m し ている b のと巧-え、その'1'紬線上にトレンチ

を設定した.ニの，"'1-6:ではi.I!物i立総1:発見されなかっ

たが、.l3L::i;:光.~:.-1>:・::¥:の内側のトレンチより瓦泊りが検

出され、主主物跡に j!j:いことがtf~測された。瓦溜リのIi.

t:t残りがよ〈、 .f)tE・軒立(<Eとち多〈出土した。ま

た、商j銭'CWt.~; . 火太段、.~: ・ 仰木版瓦~などにみられ

る}j形瓦が発見されたことは注目すべきことである。

第一次，鴻伐の紡果、 itiSiiした中軸線上には建物がな

いニとが抑l'切したため、第二次訓貨ではふ波を 2町四

万とし、その'1'刺l線 1:tニ5つのトレンチを設定した。
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第 l国宝光寺遺跡位置図 1/40，000 

このうちいちばん北泌のトレンチからは東西に走る治

状ja械と子安11年代のH火が検出された.また、現宝光

守本.;止の凶側のトレンチではli.iftlリが検o'llさJl、前回

のi潟1tで1e凡されたJt:r.W1)がさらに東側へ広が勺てい

ることが係諸された. そして、本'淀川jでは瓦h'!J1i凶ヵe

~Hよ さ tL t.:.. 

造機

JJt ~i(光才j: .f.: ::;( liíì て'検 :U された瓦WJ出Jjtl立、東西15 m

以上、i'}.j.ltJ6m以上の胤似 を持 ち、 PG.illと-It辺が6確認

された。*へはこれよリさらにのびると行・えられるが、

現在道路がJじってお リ制約されている。ま た前へ bS 

う少しのびると忠われるが、 これも jli~自によリ切られ

ておリ、残存の}よ込はないであろう .

瓦h・1みは肉辺の大部分と ~tjll の-frI)を検H~ し 、北西

隅をf確認できた。 li..fiIみのいちばん多〈伐っている所

は西辺北側で、 f員尚11枚、，fS さにしてtlOcm~・1 まれてい

る。 i史われている瓦1:半舷'1<瓦がはとんどであるが、

ところどころにマ喰狐文府予瓦が見られる.'IJでむ西辺

のいちばん北箱1:事f-'I.(l{.が矧えて似まれ、装飾的な意

味を持っていたかも知れな L、. ~t辺の瓦納みは本'なが

あるために丙舗の一部しか確必できず、またコド2Eの東

側ではJ'!;lit端をli{t認するにはをっていないので、瓦的

みがどのA"{J交伐っているかは不明である。



JHitは利i土 ・6少時容を瓦Jsにl以築されている。法

邸中央者!)t;t5 -lOclIlの!亨きできれいにl仮築されて

いるが、凶端はかなリ活しれている。.)，!it政ゴ'.Ii最高

80cm残存する。

第一次絢殺により検11:¥された本党首i仰の瓦耳iiリ

は、さらに束へ広がっていることが今回隊認され

た。こ ζ から出土した瓦l立、完形またはそれに近

いものが多〈、法駐に近鍛していることを々駁す

ると、この主主ill上に建てられていた白11政の瓦が従

事長される際に 、こニにまとめて扮てられた可能性

カマ~TI!い。

なお、第二次調査の際、いちばん北端のトレン

チから検出された東西に走る滅状巡椛l;t、千世‘定弓l'

放の南|肢からはほ l 町半の位訟にあり 、 寺域r~tQ)

可能性がある。しかし、この様からは瓦Jt-の他に

烈色=ヒ然塁手も出土し、 3i光学干の建立時に編iられた

ものかどうかは現時点では判断できない。今後さ

らに ζ の挑を追跡し 、 ミ干減給?か~かを決定する必

要がある。

遺物

j立物{ま瓦が大部分を占め、必もに本:M:凶iWJの瓦古fjり

と法滋西i聞jの瓦市リから出土した。 í~:f:;lL瓦I;Uj:I.弁系 3

112式、桜弁系 3 1f/式 、 分:ært不能 2~式の lì'~ 8 '¥'1式があ

る。 1I主務弁八集主主務文で中ifjがノl、さく、 1+8の必

子を持つ。花弁は初代、 中央に佼織が入る。周縁は 2

段になっているが地文はみられない。 2l;t 1と!司じl勾

区を持つが、問紋が狭<~泌総文;を施す。 1 Iまゐ:鈎色の

色制 を箆し 、焼成があま L、。これに*.J'し2l;t ~lti~色の

色訴jを皐し 、焼成が比較的思い。 lには丸瓦f絡が一帯11

残存する。 3I立主幹弁足li務文軒丸瓦の般n.である。?と弁

はl勾lSl-で中央に段級が入る。 i笠子l;t1 + 8であるが、

同-P.]J23上にはなくサイの目状にならぶ。この'f/式は

こ tll 点のみの出土である。 4 は腹手'I~ 八~E)ill 苦j'r;文で rlJ

房が大きく、周縁に前jfjf-い鋸龍i文をb留す111fJit守系の瓦

2基痩西辺と北辺の一部

第 2図 推定寺域と トレンチ設定図 1/5，000 

9の巡子を持つ川原守式と娯なる。 1111京ぜI'系の中りL瓦

iまれ~i:.fてIJ;(Jr.然で多<tl:¥ニiニしている(3)が、 1+5+11の

迷子を持つ ιのは認められていな L、。 5Iま4と同じく

阪弁八楽であるが、'i'wがノj、さく巡子数が 1+ 6と少

ない。問紋には伏・〈事Il却f:なf(IIj込い鋸秘文が施されてお

り、 4 の j且化した J\~式と巧- えられる。これ li JJ~町内総!

のlT.f.U1)から多<III土し、越前上の袋物に引かれてい

た可能性が~rtl い。 61立 5 と閃憾の文線形態であるが、

長聖子数が 1+8と多〈 、中mt丞 ・:{E弁長ともやや大き

い。周鍬形態{ま不1リ]であるが、おそらく 5と問機にな

ると思われる。ニの別式l止f¥.i.木Jr，uむ慢に主ii似jが比られ

るが、 i出子形態等れ:千災っている。ごE光ミケーからはこれ

1 .'立のみの11.1:1ニである。 7l;t従来から宗光守に特徴的

弘明式と主主われてきた瓦で、小.('¥'/のi迫害作文を 4か所に

配し 、 その I~J を 三紫の花弁が区切っている。悶級官I;I ，t

内fl!lJに而i坐い鉱側主文、外II!IJに総鍬1'di{)にを/j(sす。 このY11

、可ぞア予アミヲヤ明

西辺北端の友穣み
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j]'[iの丸、、タイプi品質偽色グ}色潟をEEし、俄11X:があまい。

これに1:'Jし、ll!JrIrti (1)四角、、タイプl:J;i炎灰色の色調を呈

し、焼成lま阪い。前者i立後者に11寺期的lこ先行すると ;!)・

えられるが、弧文数の多少による時刻l差i立不明である。

司王11.1ま凸而裕子叩 さのものが火部分を占め、一帯1¥に

縄問叩きを併用する例がある。~llli. !3 !J11きのみの平Il.t:t.

認められない。凶i7tiには布目痕と枠械伎が綴 り、 1枚

め1毛が内向を四分割した If~ !/，\\を 52 して い ることにより 、

倒巻作 リ{引により製作されたと事1]1'智iされる。

JL瓦は凸聞に鋭li 悶 11[1きを地 し た後 、 ナデによ り ãl"l~!手

して いる。一部には繕i自が完全に泌されているものも

わる。メl.Eに杓子叩きが 1点も認められないことは、

平玉Lに純白 叩 きのみのものがな いことと1:'J;fifl;的で・興味

j架い。

121ま方形liであるのょのJLI討設氷原瓦織から多数出

土し、大i=l!市P岳部地域に特徴的な瓦と震われているが、

対岸である宝光寺からは 2/1.出土した。 4波片での出土

なのでl原形 を惟illilし:鰍いが、おそら<:if瓦的な機能を

持つと考えられる。 Hiこl.数が桜めて少ないため、実際

に裁かれていたかどうかは不明であ り、今後の資料の

j~~力日 を待って JドIJ 院rr したし 、 。

まとめ

今回発見された〕計制左段I:t.、規II民，的には金主主または

講堂のものてのあるが、ここに王子かれていたと考えられ

る軒丸瓦が比較的新しい機相を毘し、 また恭!!f:J.の!阪総

状況が~ilJ合者tl 維な点て常時:堂の可.能性が~~l い。も、ずれに

せよ伽l守中術1l ~~~ I;I: ~J;j或筒絞め淋からダJ 100川の所にあ

り、王寺i或を 2分していると考えられるため夜間2nlTの

寺城が想定できる。南北 1;1:二次官I~資て将認された淋を

北限と仮定すると 1 阿キ と なるが、 こ の織の 'I~:怖が不

明なため、今後のi弘lJjlt目先"*を持 って'1'11断したい。

また 、 大詞~íiì との I期巡につい ては 、 li.キi'l必段である

点、方形瓦が出ゴ.-した点で大律1質問昔1¥の白j弘寺院と共

通し 、何らかの;;?主将下 で.i;i.;jlr司1:欧の毛"1淀がm1言された

と推測される。このことは1前本市内の{也の寺l:t ~事の解

明を待ってさらに検討す る必著書がある。 o隊j吾 朗)

ii{l) i'1，'i:i泉市史」第一巻(1981)、(2)r興福寺宮務HなおitJ、

(3)泌 ~i Y宗教育委員会 r粉木原発搬1il>B台湾民主苦J (1975)、

(4)佐原真 r司i.・J:f.術者喜作 1)J rォ;'i5学雑誌.1 ~158巻tlì 2 

4予(1972)

式i;J.2 点しか :~H

こ|二せず 、笑|祭に

玄光守に使われ

ていたかどうか

は疑問である。

8は花弁数が26

と箸L<多 く、

迷子数も 1+ 7 

+12と多い。悶

綾部には線q~~倣

文が泌され、他

j!jU事に~i例を見

なし‘。.<f;:i迭問:か

らは 2点IJ'，:l乙し
た。事f]L瓦li以

」ょの 8H!である

カヘ このうち |当

flltll寺代の bのと

考・えられるのは

1-6で、 71ま

自I!札Hキイ巳にI訴す

るかどうか不明

である。 81;J:1時

:ttJJがJに1てカfると

巧ーえられる。

事門iJLI立m~瓜

文を持つものの

みが出土し、そ

れには三:iR孤文

(9)、凶:il.{狐文(1師、

七重狐文(Jl)の三

千引がある。この

うち三A狐文と

凶議弧文のもの

には、弧文のIfJr
iliiのメLいタ イプ

と四角いタイプ

があ リ、七lli型R
文のものは1I日角

い タイプだけで

ある。弧文刷新
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第 3図 2主澄平面図 ・立適図
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第 4図
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